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	 固体 NMR では常磁性緩和促進	(PRE)法の応用例が少なく、最適な実験方法や得られる構造情報の精

度等について検討すべき事項が多く残されている。常磁性を示す Mn2+を用いた立体構造情報収集につ

いてこれまで研究をおこなってきた。本年度は、構造決定に用いた PRE 構造制限の拘束条件が妥当で

あるか検証するために、固体状態で起こる常磁性体による NMR 信号強度減衰の数値解析をおこなった。

複数の Mn2+と核スピン間距離において計算をおこなったところ、PRE による磁化減衰がプラトーに逹す

る前に Paramagnetic	anisotropic	shift	dispersion による減衰がプラトーに達していた。よって、

PRE による影響のみ考慮すればよいことが明らかとなった。一方、圧縮センシングによる多次元 NMR

スペクトルの高速測定を固体 NMR に応用し、より高分子量で残基数が多く、光遺伝学への応用が期待

されている膜タンパク質	ナトリウムポンプ型ロドプシン(NaR、約 280 残基)を用いて、固体 NMR にお

ける圧縮センシングの有用性を検証した。圧縮センシングを用いることで、10 倍速でのデータ取得が

可能となり、測定日数を半日に短縮できることが明らかとなった。動態解析では、様々な試料調製条

件やパルスシーケンスのパラメータで測定することが多いため、90%以上の時間短縮には大きな意義が

ある。分子量が大きく、信号数が多い、また感度が低い試料の測定においても圧縮センシングのアプ

ローチは非常に有効であると考えられる。	
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